








次に イチゴを対象とし 第 -者機関による品質保証表示に対する消費者の負担金額 すなわち 支払意思
額をコンジョイント分析により計測した その結果 -**円パックの場合 国 農協グルプ 市場はやや
信頼できるが 小売企業はあまり信用できない と考えている消費者層が 他の層と比べて最も高い支払意
思額 +/.*円 対価格比 / を また 0**円パックの場合では +/.1円 対価格比 ,.1 の支払意思額を
示した したがって このような層は 価格の差別化による認証農産物を受け入れる可能性が高いと結論づ
けられる
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り 検査結果や加工日 新鮮さ などが重要な要因として
あげられている-























































宣言 を体現化した商品 野菜であれば 元気野菜くらぶ
表 , 特別栽培認証農産物に対する量販店の反応
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認証手続き費用 /千円となっている また認証期間は +年
間であり コプ北陸事業連合は毎年更新審査 費用 /千
円 を行っている
元気野菜くらぶ品 については 栽培内容等の 安全
性 に視点をおき コプ北陸 栽培任意表示の /基準
のうちひとつ以上クリアした農産物で産直品としている
ここで 産直品とは 産直 -原則 生産地と生産者が明
確 栽培内容が明確であること 組合員と生産者が交
流できること を満たしている農産物で市場外流通品であ















































すると仮定すると アンケト回答者 iがプロファイル j
を選択する確率 Pijは 式のように表現される ただし
Cはすべての選択肢の集合である
PijPvijeijvikeik ; for all k	C
kj 
誤差項 eijはスケルパラメタ +の Gumbel分布であ
ること 及び IIA 
Independence of Irrelevant Alterna-















bij+bij- : 個人 iにおけるプロファイル jの情報提供内
容のパラメタ
bij. : 個人 iにおけるプロファイル jの価格上昇分パラ
メタ
xij+xij- : 個人 iにおけるプロファイル jの情報提供
内容





ただし b+, b,, b-, b.は条件付ロジットモデルで推計され
るパラメタ x+, x,, x-は情報提供内容 yは情報提供に
対する負担額である 効用関数 vを全微分し 効用を初期
水準に固定する 







した 実施時期は平成 +/年 0月 +,日平成 +/年 0月 ,0
日までであり 回収数は ,,021票であった アンケトで
は 一人に -**円パックで .回 0**円+-パックで .回そ
れぞれ選択してもらった情報提供内容としては 生産者






において 国 農協グルプ 市場 小売企業別の認証制
度の信頼度を尋ねた この結果は図 +に示すとおりであ





以下 B層という 国 農協グルプ 市
場はやや信頼できるが 小売企業はあまり信頼できない

以下 C層という 国 農協グルプ 市場 小売企業と
もあまり信頼できない 
以下 D層というに分類した A











表 . 属 性
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パックで A層では ++.1円 価格の -.3 B層では ++..
円 同 -.2 C層では ++.0円 同 -.3 D層では 0.0円
同 ,., である 生産者の写真名前表示に対する支払





-**円パックで A層では -.+円 価格の +.* B層では















場合 生産者の写真名前表示に対して +..-円 価格の
..2 第 -者機関による品質保証表示に対して ++.*円











第 -者機関による品質保証表示パラメタの t値は +













証制度に対する信頼度と関連があること 及び C層が第 -
者機関による品質保証表示に対する支払意思額が最も大き
いことが導出された
そこで A層 B層 C層 D層の個別特性を比較整理し
つつ C層の特性を抽出する
A, B, C層と D層では 支払意思額の分布特性が異な
る 支払意思額をみると A, B, C層では 生産者の写真
名前表示についてそれほど相違はないが 第 -者機関によ


















マイナスの値となっている この層は 生産者の写真 名
前表示についても支払意思額が低く 買物選択において
品質情報をあまり考慮していないと考えられる+0 A, B,
















-**円パック と高級品 0**円パック について支払意
思額の対価格比を比較する C層について その支払意思
額をみると 生産者の写真 名前表示 第 -者機関による
品質保証表示とも 0**円パックのほうがやや高い値と
なっているしかしその額の価格に対する割合をみると
/.*から ,.1へと小さくなっている なお この傾向は
A層 B層についても同様である














-**円パックの場合で +/円 対価格比 /であった これ
は 国や農協グルプ 卸売企業の認証制度にやや信頼を
有する一方 小売企業の認証制度にあまり信頼を有してい



































+ 農林水産省が実施したアンケト 平成 +-年 0月 ,1日
平成 +-年 1月 -+日実施のインタネットアンケト に
よると 無農薬栽培農産物等の表示の信頼度は 信頼でき
る	 +3., どちらともいえない	 /0.3 信頼できない	
,-.,となっている また農林水産省が実施したアンケ
ト 平成 +-年度食料品モニタ第 -回定期調査平成 +-年
++月実施 によると 現行のガイドラインに基づく表示が
信頼できるかどうかについて 信頼できる	 -+.- どち
らともいえない	 /0.2 信頼できない	 ++.3となってい



















/ 平成 +/年 0月 +.日から平成 +/年 1月 .日にかけて郵送
配布郵送回収で実施した 特別栽培認証制度を運営してい
る道県市の担当者にアンケトを送付し実施した 返答を
得た道県市は 北海道 青森県 秋田県 岩手県 山形県
福島県栃木県千葉県福井県岐阜県金沢市滋賀県
兵庫県 香川県 島根県 佐賀県 長崎県 宮崎県 鹿児島
県であった




















++ 平成 +.年 /月に実施された 食品表示に関するアンケ





ている ZWERINA et al.
+/同法により商品購入によるプ
ロファイルを作成すると第 +問 収穫日時の表示があっ
て 通常価格より ,*円高のイチゴパック 生産者の顔
写真と第 -者機関による品質保証の表示があって 通常価




しない	 第 -問 第 -者機関による品質保証と収穫日時



















+. 回収数は ,,021票であった 性別では男性 +,+*-票 女性
+,/2.票 年齢別では ,3歳以下 2-2票 -*歳代 330票 .*





















示されているパック 通常のパックより ,*円高いが 生
産者の名前写真および収穫日時が表示されているパッ
ク 通常のパックより ,*円高いが 第 -者機関による品
質保証および収穫日時が表示されているパックとした な
お 0**円パックでも同様の選択をしてもらった
+/ A, B, C, D層は 回答されたアンケト票の多い順に消費
者層をセグメント化したものである 消費者が どのよう
な要因で 国 農協グルプ 市場 小売企業それぞれの認
証制度に対する信頼意識を形成しているのかについては今
後の研究課題としたい
+0 アンケト回収票の全体平均は男性 .+.* .*歳代 ,-.*




となっており たとえば 属性の細分化や所得 年齢 購買
意識等個人属性の組込みによる分析の必要性が示唆される
が これらは今後の課題としたい
+2 表 /において C層の第 -者機関による品質保証に対する
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A Study on the Conﬁdence and Evaluation of the
Quality Guarantee Label on Agricultural Products
By
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Summary : There are two purposes in this paper : ﬁrst, to show the existence of consumers who give
positive evaluation to certiﬁed specially grown agricultural products ; second, to estimate how much
those consumers are willing to pay to purchase those products.
In order to investigate these two issues, we employed two methodologies. First we conducted a
mail survey with prefectural o$ces in order to collect information about consumers’ evaluation about
certiﬁed specially grown agricultural products. The result shows that consumers give positive
evaluation to those products.
Second we estimated howmuch consumers are willing to pay for a package of strawberries whose
quality is certiﬁed by a third-party organization, using conjoint analysis. The results show that a
group of consumers who trust the government, agricultural co-operative groups and wholesalers but
private retailers are willing to pay the highest +/.* yen for a -**-yen-package. In the case of a 0**-yen
package, the same group was willing to pay the highest +/.1 yen for certiﬁed products.
We conclude that there is a high possibility that such consumers are willing to accept certiﬁed
specially grown agricultural products di#erentiated from other products by their prices.
Key words : certiﬁed agricultural products, conjoint analysis, willingness to pay
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